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第101回アスファルトゼミナール

持続可能な
アスファルト乳剤工法

一般社団法人日本アスファルト乳剤協会
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本内容について

1. 国内外のアスファルト乳剤動向

2. 持続可能な発展に寄与する

アスファルト乳剤工法の紹介
2-1 表面処理工法

2-2 再生セメント・アスファルト乳剤安定処理路盤工法

2-3 速分解型アスファルト乳剤

（一社）日本アスファルト乳剤協会
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1. 国内外のアスファルト乳剤動向

（一社）日本アスファルト乳剤協会



＜大陸別のアスファルト乳剤出荷量と用途＞

4（一社）日本アスファルト乳剤協会

大陸別アスファルト乳剤出荷量(2019)

出典：International Bitumen Emulsion Federation

用途別の出荷割合（世界：2015）

大　陸 乳剤(万t)
大陸別シェア

(％)

アメリカ 340.4 39.3

アジア 253.8 29.3

ヨーロッパ 224.1 25.9

アフリカ 31.5 3.6

オセアニア 15.5 1.8

累  計 1,110.0 100

用　　途 割合（％）

表面処理 57

マイクロサーフェシング 21

タック・プライムコート 13

土壌安定処理 5

常温混合物他 4

累   計 100



＜アスファルト乳剤出荷量（各大陸上位三ヵ国）＞

5（一社）日本アスファルト乳剤協会

アスファルト乳剤出荷量(2019)

出典：International Bitumen Emulsion Federation

No.

1 アメリカ 187.0 中国 120.0 フランス 73.9

2 メキシコ 53.6 インド 51.0 ロシア 40.0

3 ブラジル 39.7 日本 13.4 イギリス 13.9

アメリカ：出荷量(万t) アジア：出荷量(万t) ヨーロッパ：出荷量(万t)



＜国内のアスファルト乳剤出荷量＞

6

・防塵処理や簡易舗装の普及ににより乳剤出荷量はピーク（1970年度：70万t）

・加熱アスファルト舗装の普及により乳剤出荷量は減少傾向（2022年度：13万t）

用　　途 割合（％）

表面処理 0

マイクロサーフェシング 0

タック・プライムコート 64

土壌安定処理(混合用乳剤) 36

常温混合物他 0

累   計 100

用途別出荷割合(2022年度)
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2. 持続可能な発展に寄与する

アスファルト乳剤工法の紹介

2-1 表面処理工法

2-2 路上再生セメント・

アスファルト乳剤安定処理路盤工法

2-3 速分解型アスファルト乳剤

（一社）日本アスファルト乳剤協会



＜アスファルト乳剤工法の適用範囲＞

補修工法,予防的維持工法
修繕工法

（一社）日本アスファルト乳剤協会 8

沈下 流動 摩耗
路床・路盤の
支持力低下

表層の
劣化・老化

ヘアクラック 骨材飛散
基層混合物

の剥離
ポリッシング ポットホール 段差 路面の荒れ

フォグシール 〇 〇

ポーラスアスファルト
舗装表面の保護強化 〇

チップシール 〇 〇 〇 〇

ポーラスアスファルト
舗装直下の基層保護

○

SAMI ○

スラリーシール 〇 〇 〇 〇

薄層表面処理散布 〇 〇 〇

路上再生セメント・
アスファルト乳剤
安定処理路盤

○ ○

常温混合物 〇 〇

再生セメント・
アスファルト乳剤
安定処理路盤

○ ○

OGEM ○ 〇

被膜・
混合式
工法

常温
プラント
混合物

散布・
浸透式
工法

適用可能な工法
わだち掘れ ひび割れ ポーラスAs舗装の破損 その他

主な破損の原因



＜表面処理工法 (国研)土木研究所との共同成果）＞

9（一社）日本アスファルト乳剤協会

アスファルト乳剤協会では、2018年より（国研）土木研究所
先端材料資源研究センターと表面処理工法に関する共同研究を
実施。

研究タイトル：

「舗装路面機能保持のための

表面処理工法の適用性に関する研究」

研究期間：2018年(平成30年)～2022年(令和4年)の5年間

研究場所：室内実験ならびに

試験施工（土木研究所構内,つくば市内の県道･市道）



＜フォグシール工法の効果＞

10（一社）日本アスファルト乳剤協会

参考文献：佐々木巌:表面処理工法による舗装表 層機能の延命
効果の検証、あすふあるとにゅうざい、№216、 pp.3-7

図-1 無処理工区 図-2 フォグシール工区



＜薄層表面処理工法の効果＞

11（一社）日本アスファルト乳剤協会

図-3 薄層表面処理工区

参考文献：佐々木巌:表面処理工法による舗装表 層機能の延命
効果の検証、あすふあるとにゅうざい、№216、 pp.3-7



＜再生セメント･アスファルト
乳剤安定処理路盤工法（CAE路盤工法）＞

12（一社）日本アスファルト乳剤協会

CAE路盤工法は、既設アスファルト舗装、既設粒状路盤
またはコンクリート再生路盤材をセメントおよびアスファル
ト乳剤（ＭＮ-1）で混合し路盤を築造する工法です。

写真提供：シンレキ（株）



＜CAE路盤工法の特徴＞

13（一社）日本アスファルト乳剤協会

•セメントの剛性とアスファルトのたわみ性を
有する高耐久路盤

⇒ 等値換算係数＝0.65
「舗装再生便覧（平成22年度版）」

路盤材料・工法 等値換算係数（a）

瀝青安定処理（加熱） 0.80

CAE安定処理 0.65

セメント安定処理 0.55

粒度調整砕石 0.35

クラッシャラン 0.25
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＜耐震性の効果（東日本大震災（東北地方））＞

・セメント安定処理路盤、通常の粒状路盤
⇒ ひび割れやうねり等の破損が発生

・セメント・アスファルト乳剤（CAE）安定処理路盤工法
⇒ 破損が少ない

舗装の破損被害の軽減に寄与

＜車道：CAE安定処理路盤＞

＜歩道：通常の粒状路盤＞

＜通常のセメント安定処理区間＞

＜CAE安定処理路盤区間＞

写真提供：東亜道路工業(株)



15（一社）日本アスファルト乳剤協会

＜CAE路盤工法による凍上抑制＞

資料提供：ニチレキ（株）

施工箇所：北海道勇払郡の道道
舗装計画交通量：交通量区分N4

アメダスデータによる10年確率凍結指数：776℃・日

図-３ 試験工区の修繕構造

図-４ 試験工区の横断図（右：歩道側）



16（一社）日本アスファルト乳剤協会

＜凍上抑制の効果＞

資料提供：ニチレキ（株）

図-６ 横断方向の凍上量
（3月6日）

図-５ 横断方向の凍上量
（1月29日）



＜速分解型アスファルト乳剤（PKM-T-Q）＞

（一社）日本アスファルト乳剤協会 17

冬季や夜間の現場などで、
アスファルト乳剤の分解が進みづら
い

路面ヒータの準備
アスファルト乳剤の加温

規制時間に限りある現場にて大きな課題となっていた

待機時間の増加

その対策として、

タックコート用アスファルト乳剤



• アスファルト乳剤を化学的メカニズムにより強制分

解させるため、施工時の気象条件に影響されにくい。

• 時間制約のある空港舗装の修繕工事、外気温の低い

夜間工事や冬季の工事で、近年採用事例が増加して

いる。

（一社）日本アスファルト乳剤協会 18

＜PKM-T-Qの特徴＞



（一社）日本アスファルト乳剤協会 19

未分解の乳剤

分解した乳剤

進行方向

乳剤散布ノズル

分解促進剤散布ノズル 切削面

分解剤なし
（散布直後）

分解剤あり
（散布5分後）

＜PKM-T-Qの散布模式図（乳剤と分解促進剤の同時散布）＞

PKM-T-Q専用デスビ
乳剤散布ノズル位置

分解促進剤サンプノズル位置

乳剤散布ノズル位置

分解促進剤タンク
（助手席後方）



ご清聴ありがとうございました。

アスファルト乳剤に関する

お問い合わせは、

アスファルト乳剤協会まで

お気軽にどうぞ！

一般社団法人 日本アスファルト乳剤協会
〒１０４－００３１
東京都中央区京橋２－１１－５

パインセントラルビル
ＴＥＬ ０３（５１５９）８０９６
ＦＡＸ ０３（５１５９）８０９７
ＨＰ http://www.jeaa.or.jp
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